
                               

 

□  三重小漢字検定をはじめました □ 

ここ数年の本校の学力調査の結果を分析すると、算数は県や市の平均を上回るなど、一定の力を

身に付けていますが、国語はそれらを下回ることが多く、中でも「読むこと」という読解の領域は

その傾向が顕著です。読解力向上は、早急に取り組むべき、本校の重大な課題といえます。 

そこで、校内で行う今年度の研究のテーマを「読解力向上」とし、４月から、授業をはじめ、様々

な教育活動の中で「読解力向上」を意識した取組を始めています。その一環として、今年度から国

語に特化した学習アプリ「トモプラ」を新たに導入し、６月からは「三重小漢字検定」を始めまし

た。漢字検定の詳細は裏面のとおりですが、６月３日に行った第１回目の検定では、７１名の児童

が受検した級（6･5年：準５級、3･4年：７級、２年：10級）に合格し、見事合格証書を手にし

ました（71 名のうち 14 名は、全問正解の「満点合格証書」でした）。文章や教科書を正確に読

み取るためには、まずその基盤となる語彙力（言葉を知り、使いこなす力）をしっかり身に付けさ

せる必要があります。「トモプラ」は、学年に関係なく、これまでに習った漢字の復習や先取り学

習が自由にできる優れものです。語彙力の向上が、読解力の向上、そして、各教科の学力の向上に

つながり、将来はＡＩにも負けない「生きる力」となるよう、全校でしっかり取り組んでいきたい

と思います。次回の検定は、６月２３日（火）です。たくさんのエントリーを待っています。 
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三重小だより 
【学校教育目標】  強 く  正 し く  美 し く 
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クロスワードパズルにも挑戦しています 中休みと昼休みは長い列ができます 


